
エネルギー研究開発拠点化計画の改定

○目 的 「もんじゅ」の廃止措置への移行など、社会経済情勢の変化に対応するため、

平成３１年度中に計画の見直しを行う。

ただし、計画改定の作業期間においても、現行のエネルギー研究開発拠点

化計画に基づく事業を着実に実施する。

○新計画による事業の実施 平成３２年度～（予定）

○内 容 （１）計画改定に向けた現状分析や国内外の事例等に関する調査

【平成３０年度】

・エネルギーを活用して地域振興を図っている国内外の事例

・海外における試験研究炉の産業振興活用事例

【平成３１年度】

・研究炉の産業振興、人材育成への活用等、

国の検討結果を踏まえて必要な追加調査

（２）拠点化推進会議、計画改定ワーキンググループの開催
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エネルギー研究開発拠点化計画の改定
○スケジュール

（国）作業部会における新たな試験研究炉に係る検討
原子力研究・人材育成拠点における各施策の具体化

国内外の地域振興、産業創出に関する事例調査
（ＷＧに随時、報告を提出）

ＷＧ（３回程度）
拠点化
推進会議

ＷＧ（２回程度） ＷＧ 拠点化
推進会議
(計画改定）国の検討結果を踏まえた産業振興・人材育成に関する調査

（ＷＧに随時、報告を提出）

拠点化
推進会議

４月 ７月 １０月 １月

平
成
30
年
度

４月 ７月 １０月 １月

現計画に基づく事業の実施

現計画に基づく事業の実施平
成
31
年
度

平成32年度

４月

改定後計画に基づく事業を実施


